福祉サービス等第三者評価事業

「職員・管理者の労働環境評価」アンケート実施要領
○職員の労働環境評価のアンケート

１．職員名簿の作成

施設（事業所）における全職員の名簿を５０音順に並べ職員名簿を作成する。
　　※非正規職員でも１年以上の雇用関係がある場合は、嘱託・アルバイトの別なくアンケートの対象とする。

２．アンケート対象者のサンプリング

職員名簿のリストに上から番号をつけ、３、６、９、１２、１５…番目の職員の無作為抽出を行う。アンケートの対象者数は、全職員数に応じて次の方法で行なう。

①５０名以内の職員がいる施設（事業所）は、全職員の３０％

②５０名を超える職員がいる施設（事業所）は、５０名を超えた分の職員の２０％を加算する。

　（例）６０名の職員がいる施設（事業所）の場合

　　　　５０名の３０％で１５名、５０名を超えた分の１０名の２０％分、２名を加え、１７名がア

ンケート対象者

※なお抽出の際に「予備の対象者」（５～１０名程度）も同時に選ぶ。
　　

３．アンケート対象者のサンプリング対象外について

無作為抽出された職員の中で協力が難しい職員がいる場合は、事業所の判断のもとで、「予備の対象者」と差し替えを行なう。

４．評価機関によるヒアリング

訪問調査時に、評価機関が事業所においてヒアリングを行なう職員の割合はアンケート回答者の５０％とする。

５．職員名簿の保管

　　適正なアンケート対象者のサンプリングが行なわれたことを確認するために、職員名簿の提示を求める場合があるので、作成した職員名簿は２年間保管すること。

○管理者の労働環境評価のアンケート

管理者については、該当するすべての管理者を対象として実施する。

（対象となる管理者は施設によって異なるため、アンケート対象者・人数は評価機関との調

整により決定する）

· アンケート用紙は、評価機関より施設（事業所）宛に送付されるので、施設（事業所）から対象者へ手渡しする。施設（事業所）は密封されたアンケートを回収し、評価機関に送付する。
